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今
日
の
ジ
ャ
イ
チ

で
し
た
。

　

そ
し
て
、予
想
以
上
に
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
街
地
は

も
と
よ
り
農
村
部
の
道
路
網
や

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ポ
カ
ラ
へ
通
ず

る
タ
ン
コ
ッ
ト
の
峠
は
急
登
坂
に

物
流
の
大
型
車
両
が
ひ
し
め
き

慢
性
的
な
渋
滞
を
起
こ
し
て
い

る
幹
線
道
路
で
す
が
、い
よ
い
よ

ネ
パ
ー
ル
国
内
で
も
本
格
的
な

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
め
ら
れ
て

い
る
な
ど
、急
速
な
車
社
会
の

到
来
に
向
け
て
着
実
に
国
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

反
面
、燃
料
費
を
は
じ
め
物

価
の
高
騰
は
ど
こ
も
頭
の
痛
い

状
態
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
か
ら
よ

う
や
く
脱
出
の
動
き
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
地
で
夏
祭
り
や
各
種
催
し

物
も
コ
ロ
ナ
前
の
形
に
戻
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、海
外
渡
航

の
制
約
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、こ
の
４
月
に
約
４
年
ぶ

り
と
な
る
ネ
パ
ー
ル
の
現
地
訪

問
が
叶
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
メ
ー
ル
や
電
話
で

の
や
り
取
り
の
中
で
情
報
を
交

わ
す
こ
と
は
で
き
て
い
た
と
し

て
も
、や
は
り
、直
接
対
面
し
て

再
会
で
き
た
こ
と
は
、４
年
の
空

白
を
一
気
に
埋
め
て
く
れ
る
も
の

理
事
長
ネ
パ
ー
ル
訪
問
記

▶
カ
カ
ニ・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校
訪
問
時
懇
談

会
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
運
営
委
員
会
、教

員
、保
護
者
、村
関
係
者
の
皆
さ
ん

イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
学
力
向
上
の
た

め
の
提
案
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

前
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
に
休
校
が
長
引
い
た
こ
と

に
よ
る
学
習
時
間
の
不
足
な
ど
の

要
因
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
春

行
わ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｅ
試
験
の
結
果
速

報
で
は
、
中
ラ
ン
ク
の
成
績
を
収

め
た
生
徒
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
学
校
、
生
徒
、
地
域
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
連
携
の
成
果

が
う
か
が
え
ま
す
。

◇
カ
カ
ニ
・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校
で

は
合
併
後
の
新
た
な
学
校
運
営

委
員
会
の
構
成
が
行
わ
れ
、
新

学
期
に
は
大
勢
の
生
徒
が
入
学
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ

　

◆
ネ
パ
ー
ル
国
の
農
山
村
地
区

に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
開
設
し

た
、
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校

及
び
カ
カ
ニ
・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校

は
、
共
に
地
元
の
学
校
運
営
委

員
会
に
よ
る
自
立
し
た
学
校
運

営
に
移
行
し
、
公
立
化
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
政
府
か

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
教
師
た
ち
の
研
修
の
充
実
や

生
徒
た
ち
の
学
習
意
欲
を
高
め

る
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
で

は
、
昨
年
の
Ｓ
Ｅ
Ｅ(
学
力
試
験)

の
成
績
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た

(

87
％
が
最
低
ラ
ン
ク)

こ
と
か
ら
、

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の
教
育
ア
ド
バ

ス
で
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

遠
距
離(

35
キ
ロ
超
え)

地
区
の

生
徒
に
は
、
そ
の
地
域
の
近
く
の

別
の
学
校
に
転
校
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
か
ら
８
日
間
、
丸
山

常
務
理
事
と
共
に
、
ネ
パ
ー
ル
の

現
況
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
理
事
長
就
任
後
、
早

期
の
ネ
パ
ー
ル
訪
問
を
切
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
今

日
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
の
主
た
る
目
的

は
、
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
と
の
意
思

疎
通
を
図
り
、
今
後
の
ネ
パ
ー
ル

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ル
ジ
ュ
ン

社
長
、
ス
タ
ッ
フ
、
弁
護
士
、
監

査
役
を
交
え
て
、ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー

▲カカニ・ブライター学校を所轄するカカニ村役場を訪問当日
は、副村長(中央左の女性)、教育担当官、区長らが迎えてく
れ、宮下理事長からブライター学校の公立にあたっての御礼
を述べ、カカニ村からは、イチゴの普及拡大による村づくり
にジャイチが貢献してくれたことの感謝の言葉をいただきま
した。

▲ジャイチネパールのスタッフとの懇談
　右から3人目が宮下篤理事長

ル
が
所
有
す
る
資
産(

土
地)

売

却
の
件
に
つ
い
て
情
報
収
集
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
社
長
か

ら
は
、
学
校
支
援
が
一
段
落
し
公

立
化
に
伴
い
自
立
に
向
か
っ
て
お

り
、
今
後
は
土
地
売
却
資
金
を

運
用
し
優
秀
な
学
生
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の
解
散
も

噂
さ
れ
る
最
近
の
動
向
を
勘
案

す
る
と
、
当
ジ
ャ
イ
チ
の
新
た
な

活
動
を
模
索
し
て
い
く
必
要
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

両
学
校
お
よ
び
カ
カ
ニ
村
役

場
、
在
ネ
パ
ー
ル
国
日
本
大
使
館

訪
問
や
イ
チ
ゴ
農
家
な
ど
、
駆
け

足
で
の
現
況
視
察
で
し
た
が
、
30

年
超
え
の
ジ
ャ
イ
チ
の
活
動
が
、

学
校
の
公
立
化
に
繋
が
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
農
業
指
導
に
よ
り
農
民

の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
を
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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イ
チ
ゴ
苗
の
供
給
に
向
け
て

　

レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学

校
で
は
、
毎
年
創
立
記
念
日
を

祝
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
開

校
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
６
月
12
日
に
学
校
運
営
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
、
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
運
営
委
員
会

関
係
者
、
母
体
組
織
ジ
ャ
イ
チ

の
代
表
者
、
地
域
の
役
職
者
、

保
護
者
、
教
職
員
、
生
徒
ら
約

４
０
０
人
が
出
席
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
は
、
年
次
試
験

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
生
徒

へ
賞
品
の
贈
呈
が
あ
り
、
ま
た
、

席
上
、
日
本
か
ら
の
支
援
金
も

学
校
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
保
護
者
会

で
は
、
会
計
責
任
者
か
ら
年
間

の
詳
細
な
活
動
及
び
収
支
報
告

と
新
年
度
の
予
算
が
提
案
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
一
部
の
保
護
者

か
ら
学
校
の
教
育
の
質
の
向
上

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
委
員

会
の
関
係
者
や
教
師
ら
か
ら
、

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
に
対
し

て
、
こ
の
学
校
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
技
術
的
及
び
財
政

的
支
援
を
継
続
さ
れ
る
よ
う
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
グ
ル
ン
氏

は
祝
辞
の
中
で
、
生
徒
、
保
護

者
、
教
師
の
三
者
の
前
向
き
な

考
え
方
、
忍
耐
力
、
勤
勉
さ
な

ど
、
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
熱
意
に
つ
い
て
、
詳
し

く
述
べ
ま
し
た
。

　

カ
カ
ニ
・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校
の

建
設
に
当
た
っ
て
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
新
潟
市
の
帯
瀬
憲

五
様
が
４
月
10
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

カ
カ
ニ
地
区
で
ジ
ャ
イ
チ
が
取

り
組
ん
だ
実
験
研
修
農
場
か
ら

農
家
に
普
及
し
た
イ
チ
ゴ
栽
培
に

よ
っ
て
農
家
収
入
が
格
段
に
増
大

し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
目

が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新

た
な
学
校
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
汲
み
取
ら

れ
た
帯
瀬
様
は
、
本
校
の
建
設

費
の
全
て
を
提
供
さ
れ
、
２
０
０

５
年
に
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
、
当
校
の
教
育
環

境
の
充
実
に
心
を
配
ら
れ
て
き
て

お
り
、
当
地
区
の
教
育
の
推
進

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
度
の
訃
報
を
知
っ
た
学
校

及
び
カ
カ
ニ
地
区
で
は
、
学
校
運

営
委
員
会
会
長
や
区
長
ら
が
中

心
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功

績
に
報
い
る
た
め
の
追
悼
集
会
を

開
催
し
、
帯
瀬
様
の
ご
冥
福
を

祈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
６
月
18
日
に
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
で
行
わ
れ
、
故
人
を

偲
ん
で
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、黙
祷
後
、仏
教
の
伝
統
に
従
っ

て
１
０
８
個
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
さ

れ
、
僧
侶
が
読
経
す
る
中
を
、

参
加
し
た
生
徒
た
ち
を
含
め
て

　心よりお悔やみ申し上げます

故　帯瀬憲五　様

　私たちの大切なサポーターでネパール国

ヌワコット郡にカカニブライタースクールの建

設にあたり費用の全額を出資していただい

た故帯瀬憲五様の早すぎる訃報に接し　

私たち一同深い哀しみに暮れています

　　　　　カカニブライター学校及び　　

　　　　　　　　ジャイチネパールファミリー

約
３
０
０
人
の
人
た
ち
が
会
葬
し

ま
し
た
。

　

参
列
し
た
グ
ル
ン
氏
が
弔
辞
の

中
で
、
当
時
、
校
舎
の
建
設
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
マ
ン
・

バハ
ド
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ス
タ
氏(

現
在

日
本
在
住)

、
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル

社
長
の
ア
ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ン
・
ト
ゥ

ラ
チ
ャ
ン
氏
を
は
じ
め
ジ
ャ
イ
チ
の

関
係
者
全
員
を
代
表
し
て
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

安
ら
か
な
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ジ
ャ
イ
チ
が
農
業
技
術
の
普
及

と
し
て
カ
カ
ニ
地
区
に
１
９
９
１

年
に
わ
ず
か
６
株
の
苗
の
植
え
付

け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
チ
ゴ
栽

培
は
、
30
年
を
経
た
今
も
、
カ

カ
ニ
地
区
一
帯
の
主
要
農
産
物
と

し
て
意
欲
的
に
生
産
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

栽
培
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、

ウ
イ
ル
ス
や
各
種
病
害
を
回
避
す

る
た
め
に
早
め
の
苗
の
更
新
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
地
で
の
供
給

体
制
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
し
い
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
進
め
る
ア
ワ
ー
フ
ァ
ー
ム
株
様
の

活
動
も
あ
り
、
苗
づ
く
り
に
取

り
組
む
農
業
者
も
出
て
き
ま
し

た
。

（
ビ
ム
・
ラ
ル
・
グ
ル
ン
）

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
か
ら

ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
か
ら

　

創
立
30
周
年
記
念
式
典
と

保
護
者
会
を
開
催

帯
瀬
憲
五
様
の
追
悼
集
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た

▶
会
場
と
な
っ
た
み
す
ず
ホ
ー
ル
一
杯
の

参
加
者
の
も
と
で
行
わ
れ
た
バ
シ
フ
ァ

ン
ト
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典

　

右
は
祝
辞
を
述
べ
る
グ
ル
ン
氏

▶
僧
侶
の
読
経
の
中
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
参
列
者

▲地元新聞ザ・カトマンズ・ポストのお悔み欄
に掲載された故帯瀬様の弔意記事
左は翻訳文
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〈
千
葉
県
〉

吉
田
秀
子

〈
東
京
都
〉

滝
和
美

〈
長
野
県
〉

ウ
ッ
タ
ム
・
タ
パ
、
柿
島
明
子
、

菊
池
健
介
、
株
式
会
社
北
澤
土

建
、
有
限
会
社
佐
藤
新
聞
店
、

田
口
裕
唯
、
田
村
由
紀
子
、
根

岸
厚
次
・
真
貴
子

〈
海
外
〉

ネ
パ
ー
ル　

ホ
テ
ル
サ
ン
セ
ッ
ト

ビ
ュ
ー
・
ア
ル
ジ
ュ
ン
・
シ
ン
／
紘
子
・

ト
ラ
チ
ャ
ン

〈
北
海
道
〉

串
田
長
久
、
小
池
靖
子
、
内
藤

喜
美
子

〈
茨
城
県
〉

伊
藤
甫
、
藤
井
英
雄

〈
栃
木
県
〉

森
聖
哉

〈
群
馬
県
〉

上
原
照
雄
、
小
板
橋
靖
幸
、
斉

藤
孝
夫
、
島
田
寛
治
、
橘
眞
知

子
、
土
屋
邦
夫
、
割
田
甚
一

〈
埼
玉
県
〉

板
垣
修
悦
、
小
野
美
津
男
、
加

藤
美
恵
子
、
斉
藤
節
子
、
鈴
木

吉
人
、
常
陸
民
生
、
芳
澤
竹
男

〈
千
葉
県
〉

足
立
雄
一
、
相
樂
洋
子
、
佐
瀬

萬
亀
、
髙
橋
節
子
、
武
藤
貴
子
、

横
舘
久
宜
、
吉
田
秀
子

〈
東
京
都
〉

朝
倉
政
雄
、
石
田
昭
夫
、
今
井

正
史
、
大
田
原
房
子
、
鎌
田
は

な
よ
、
河
野
節
子
、
黒
田
秀
基
、

須
田
清
、
髙
橋
伸
廸
、
滝
和
美
・

三
希
子
、
田
山
豊
實
、
西
岡
巌
、

野
村
明
賢
、
二
瓶
幸
子
、
松
田

重
箕

〈
神
奈
川
県
〉

荒
木
眞
一
・
利
枝
、
石
井
清
、

小
林
み
よ
子
、
島
田
正
義
、
堀

内
弘
栄
、
丸
山
進
治
・
佳
子

〈
長
野
県
〉

株
式
会
社
ア
サ
マ
ネ
ッ
ト
代
表
取

締
役
赤
羽
巧
、
井
出
守
雄
、
内

野
倉
千
枝
子
、
内
山
富
之
、
奥

野
惠
子
、
小
埜
沢
浩
一
、
小
山

田
秀
士
、
柿
島
明
子
、
菊
池
健

介
、
株
式
会
社
北
澤
土
建
北
澤

隆
洋
、
北
原
千
歳
、
久
保
田
寛

人
、
斉
藤
一
美
、
坂
井
永
一
、﨤

町
幸
見
、
有
限
会
社
大
和
印
刷
、

武
内
美
栄
子
、
武
田
順
次
、
立

岩
寿
一
、
長
門
郵
便
局
、
中
澤

知
史
、
中
村
彰
、
名
倉
慶
子
、

根
岸
厚
次
・
真
貴
子
、
松
久
よ

し
子
、
宮
下
静
子
、
矢
嶋
栄
子
、

柳
澤
利
文
、
山
田
照
子
、
六
川

槙
彌
、
ジ
ャ
イ
チ
事
務
所
寄
附

金
箱

〈
新
潟
県
〉

帯
瀬
憲
五
、
小
森
修

〈
岐
阜
県
〉

庄
村
敏

〈
愛
知
県
〉

岡
本
守
弘
、
神
田
孝
子
、
小
薗

四
男
、
本
田
忠
彦

〈
三
重
県
〉

日
柴
喜
清
文

〈
滋
賀
県
〉

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
六
ヶ
月
の
間
に
、
左
記
の
方
々
よ
り
、

ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
2
年
12
月
25
日
〜
2
0
2
3
年
6
月
25
日
迄
順
不
同 

敬
称
略

◆ 

人
的
協
力

ご 寄 附 の お 願 い

　ジャイチの活動を何時も心に留めて下さり、感謝申し上げます。 
　皆様方からのご寄附に対し、所得税法・法人税法上の優遇措置を受けることができます。以下に説明致しますので、今後ともご協力をお願
い申し上げます。

◆ 

寄
附
金

◆ 

寄
付
品

岡
田
千
尋
、
シ
ヤ
ー
レ
水
ヶ
浜
玉

田
誠
二
、
竹
村
順
子
、
西
村
敏
、

松
延
宏
昭
、
宮
川
一
男

〈
兵
庫
県
〉

川
上
康
子
、
新
海
泉

〈
北
海
道
〉

内
藤
喜
美
子

〈
茨
城
県
〉

伊
藤
甫

〈
群
馬
県
〉

島
田
寛
治
、
橘
眞
智
子
、
割
田

甚
一

〈
埼
玉
県
〉

山
田
ま
ゆ
み

〈
東
京
都
〉

池
田
照
子
、
川
口
律
子
、
橋
上

可
和
子
、
小
山
惠
美
子

〈
長
野
県
〉

菊
池
健
介
・
道
子
、
清
住
栄
子
、

武
井
美
樹
、
富
田
万
里
子
・
昌

利
、
豊
田
祐
一
、
長
門
郵
便
局
、

舟
木
公
栄
、
堀
邦
昌
、
丸
山
敏

和
、
モ
チ
ー
フ
の
会
、
矢
嶋
栄
子

〈
三
重
県
〉

日
柴
喜
清
文

〈
滋
賀
県
〉

市
橋
康
子
、
宮
川
一
男

〈
大
阪
府
〉

鎌
野
富
美
子

〈
兵
庫
県
〉

丸
尾
信

〈
広
島
県
〉

土
佐
朱
実
慧

　皆様よりいただいた寄附金を、ジャイチの公益活動を維持・継
続していくための財源として、受け入れるものです。寄附金の用
途・内容については、ホームページ記載の決算書等により、皆様に
お知らせ致します。
　その中より余剰資金が発生した場合は、今までどおり基金とし
て繰り入れいたします。基金は、ジャイチの財源を安定させ、ジャ
イチの活動をよりいっそう強固な活動につなげることが出来ま
す。

　公益財団法人は、すべて税制上の特定公益増進法人となり、寄
附していただいた金額は、下記の寄附金優遇措置の対象となりま
す。

①所得控除　その年中に支出した寄附金の合計額より２千円を
差し引いた金額が総所得金額等、退職、所得金額
又は山林所得金額より控除できます。

②税額控除　その年中に支出した寄附金の合計額より２千円を
差し引いた金額の40％が所得税額から控除されます。

　（例 10,000円の寄附の場合　所得税が3,200円戻ります。）
　上記優遇措置を受けるには基本、確定申告が必要です。
　（税法の改正等がありますので、詳細は税務署にお問い合わせください。）

■お振込先
　◎郵便振替　　００５１０－４－６５４３４
　◎銀行振込　　八十二銀行　丸子支店　（普）４２０５７７
　　口 座 名 　　公益財団法人　日本農業研修場協力団　 

ジャイチの基本的財源として

所得税法、法人税法の優遇措置

郵便振替・銀行振込での募金

「水を汲み上げる少女」　絵 マン
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ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の

事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い
た

事
務
所
の
土
地
が
、
道
路
開
設

計
画
に
伴
っ
て
事
務
所
を
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
所
を
構
え
た
当
初
は
カ

ト
マ
ン
ズ
で
も
比
較
的
郊
外
の
場

所
で
し
た
が
、
市
街
地
が
拡
張
す

◀
５
階
建
て
建
物
の
１
階
に
移

転
し
た
事
務
所
の
内
部

▲ネパールの新年は4月14日が正月、市内の
大型デパートは賑わいを見せていた。ネ
パール暦では2080年

事 務 局 だ よ り

る
に
従
っ
て
土
地
利
用
も
変
化

し
、
道
路
の
必
要
性
が
出
て
き
た

こ
と
か
ら
、
現
在
の
土
地
を
道
路

用
地
と
し
て
売
り
渡
し
、
今
ま
で

の
事
務
所
に
近
い
建
物
の
一
部
を

借
り
て
５
月
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
休

止
を
し
て
お
り
ま
し
た
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
日
程
は
、感
染
が
完
全

に
収
束
し
た
状
態
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、学
校
訪
問
を
主
体
と
し
て

ネ
パ
ー
ル
の
魅
力
に
触
れ
る
旅
を

計
画
し
ま
し
た
。

◆
実
施
日

　

令
和
５
年
11
月
１
日(

水)

〜

８
日(

水) 　

６
泊
８
日

◆
旅
程

　

成
田
か
ら
直
行
便
で
同
日
に
カ

ト
マ
ン
ズ
着
。翌
日
か
ら
レ
カ
リ
・バ

シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
〜
カ
カ
ニ・
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
を
訪
問
し
、そ
の
間
に

は
、エベ
レ
ス
ト
を
間
近
に
眺
め
る
マ

ウ
ン
テ
ン
フ
ラ
イ
ト
や
バ
ク
タ
プ
ル
、

カ
ト
マ
ン
ズ
等
の
世
界
遺
産
を
め

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

　

理
事
会
は
、
３
月
19
日
に
令

和
５
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
の
承
認
、
６
月
４
日
に
令
和
４

年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
１９
日
に
定
時
評

議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年

度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ぐ
り
、７
日
夜
に
カ
ト
マ
ン
ズ
発
、

８
日
の
朝
成
田
に
戻
り
ま
す
。

◆
旅
行
代
金

お
一
人
様　

37
万
円

　

全
行
程
中
の
交
通
費(

飛
行
機

は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス)

、宿
泊
、食

事
代
を
含
み
ま
す
。但
し
、日
本

国
内
の
交
通
費
と
海
外
旅
行
保

険
は
別
途
に
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
限

　

９
月
８
日（
金
）

　

最
小
催
行
人
員
８
名

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
方
法

電
話
、メ
ー
ル
等
に
て
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
、申
込
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

企
画　

ジ
ャ
イ
チ
事
務
局

長
野
県
上
田
市
武
石
沖
６
０
５-

５

℡ 

０
２
６
８(

８
５)

３
４
６
５

Mail jaiti@
janis.or.jp

主
催　

㈱
西
遊
旅
行

千
代
田
区
神
田
神
保
町
２-

２

観
光
庁
長
官
登
録
旅
行
業
第
６

０
７
号
日
本
旅
行
業
正
会
員

℡ 

０
３-

３
２
３
７-

８
３
８
４

Fax 

０
３-

３
２
３
７-

１
３
９
６

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ツ
ア
ー

  

参
加
者
募
集

　
事
務
所
の
玄
関
の
扉
の
上
で

は
、今
年
も
ツ
バ
メ
が
や
っ
て
き
て

子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。遠
慮
な

し
に
落
と
し
て
く
れ
る
糞
に
は
閉

口
し
ま
す
が
、
親
が
運
ぶ
餌
を

待
つ
ひ
な
鳥
の
声
と
日
に
日
に

成
長
す
る
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
秋
の
始
め
に
は
、
南
の
国
を
め

ざ
し
て
過
酷
な
旅
が
待
っ
て
い
ま

す
。一
体
い
く
つ
の
国
境
を
越
え

て
家
路
を
た
ど
る
の
だ
ろ
う
。

　
国
土
の
奪
い
合
い
で
紛
争
を

続
け
る
愚
か
な
人
間
を
尻
目

に
。

　も
う
し
ば
ら
く
こ
の
地
で
体
力

を
養
い
、
来
年
も
元
気
で
訪
れ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　も
し
ネ
パ
ー
ル
へ
行
く
ツ
バ
メ
が

い
た
ら
羨
ま
し
い
。だ
っ
て
飛
行

機
代
た
だ
だ
し
・・・

編
集
後
記

▼ジャイチ
・機関紙64号の編集と発行
・令和５年度事業計画・予算案の作成
・国際交流フェスin丸子実行委員会
・理事会(令和5年度事業計画・収支予算等の承認)
・内閣府へ令和5年度事業計画書等を提出
・理事長、事務局長ジャイチネパール訪問
・上田市に法人税減免申請書提出(6/12承認)
・令和4年度決算監査
・国際交流フェス佐久実行委員会
・理事会(令和4年度事業報告・決算等の承認)
・定時評議員会(令和4年度事業報告・決算の承認)
・内閣府へ令和4年度事業報告等を提出
・機関紙65号の企画

1月
2月

3月

4月

5月

6月

▼ジャイチネパール
・ブライター学校運営委員会等と合同会議
・ジャイチネパールの土地処分の協議
・在ネパール日本大使館員バシファント学校訪問
・両校で学年末試験および卒業試験
・日本ジャイチの訪問受け入れ
・新入学手続き開始、新学年授業開始
・ジャイチネパール事務所移転
・バシファント学校30周年記念式典開催
・ブライター学校で故帯瀬憲五様の追悼式
・両校で学校運営委員会、保護者会開催

1月

3月

4月
5月

6月

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

黛　

禮
次
様　

二
〇
年
二
月

　
　
　
　
　

神
奈
川
県
横
浜
市

松
野
俊
一
様　

二
三
年
一
月

　
　
　
　
　
　

静
岡
県
富
士
市

帯
瀬
憲
五
様　

二
三
年
四
月

　
　
　
　
　
　

新
潟
県
新
潟
市

下
村　

聖
様　

二
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
田
市

松
林　

進
様　

二
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
田
市

都
竹
茂
生
様　

二
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　

大
阪
府

物
故
者
の
お
知
ら
せ

科目
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
 基本財産運用益
 特定資産運用益
 受取寄附金
 雑収益
　２．事業活動支出
　　

　３．管理費支出
　　一般管理費
 　事業活動収支差額
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　２．投資活動支出
 投資活動収支差額
 当期収支差額
 前期繰越収支差額
　 次期繰越収支差額

（単位：円）

4,243,244
1,828,776
90,480

2,323,957
31

3,511,011

757,101
△24,868

0
0
0

△24,868
2,869,984
2,845,116

令和4年度  事業決算報告

開発途上国への農業技術の向上
と普及、農業・学校団体への助成・
支援及び農業・教育の啓発事業

書き損じハガキを送って下さい。
未使用も歓迎

年賀ハガキの書き損じ・余りなど・・・（古いものでもOK）
使用済切手も集めています。未使用も歓迎

（切手の周りを5ミリほど残してください）


